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^

り

で

W出
必
嫩
は
三
分
の
一

T

以
上
が
京
^

^
で
あ
.り
、
書
た
栽
の
臌
業
%>
握
味
全
體
办

1割
忆
：.足
：ら
ず
、
勤
勞
者
め
子
弟
が
最
も
多
ぃ
こ
'

.

.

.
厂
：
、..■■ 

/ 
ぐ
‘

...

ぐ

.

' 

,, 

. 

. 

.

■

;
ンへ.：！
：
 

■.,■.
'■'
 

V 

- 

. 

: 

.

■:
■-■
■
‘-

 
..■■
■
.
■

と
、
た
ど
で
あ
る
、

v
(2
>
.
.
.

生
産
形
簾
と
.蒈
私
方
武

.

.

.
當
事
業
所
の
生
產
形
態
は
、

一
へ
般
的
に
.い
え
.、双
機
械
的
大
工
場
.生
產
で
あ
る
こ
.■ど
は
い
ぅ
^
で
も
众
い
が
、
し
か
3
>
:具體
的
に
ば
 ̂

0'
機
械
的
大
工
.場
坐
產
が
如
何
^
が
歷
史
的
發
達
段
.階
に
あ
る
か
病
間
題
：で
あ
る
。

.，.と
ご
ろ
^
 ̂

'
機

，械

製

造

.工

業

は

一

般

に
金
屬
材
料
に
對
す
る
切
削
な
い
し
板
金
加
エ
を
行
ぅ
機
械
加
_エ
土
程
と
、
：：：鍍
金
、
：
熱
加
本

^

. 

. 

• 

- 

- 

• 

• 

• 

- 

• 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

•

つ
て
得
ら
れ
た
個
片
な
い
し
部
品
を
半
成
部
品
な
'い
：し
完
成
部
品
に
下
組
す
る

.部
品
組
%:
采
程
及
び.こ
.：，れ
ら
を
：完
成
品
：に
組
立
て
る
總
組 

1
:1
1
:程
と
を
•基
辟
的
直
接
生
産
エ
程
と
し
て
形
成
さ
れ
て
.い
:̂
.。：
^
た
が
つ
"て
と
れ
ぢ
の
_
斡
的
諸
エ
程
^

如
何
な
る
勞
働
手
段
と
作

. 

. 

.

.

.

.
*
-.
 

.一
 

- 

.
0
.
-,1 
i
- 

■ - 
K
 

.... 

.. 

ニ
.

.業
組
織
と
に
よ
つ
て
營
ま
れ
，て

..いる
か
が
問
題
な
：.の
で
あ
る
が
.每
:

い
ま
合
理
化
：以
前
の
狀
態

.に

.つ

.い
て
檢
討
し
よ
：ぅ
。

.-
'
-: 

.•
■ 

先
ず
機
械
加

H

 H

程
に
お
け
る.主
要
な
勞
，働
手
段
で
あ
る
：エ
作
機
械
體

»
の
..
形

態

，
に.つ
い
，
て
見
る
に
、
.會
所
で
は
各
種
の
萬
能
機
械
、
 

普
通
機
械
、
簡
易
機
械
、
»'
;
能
機
械
、へ
自
動
ね
ぢ
切
襪
，
な
.ど
が
ら
構
成
ざ
.れ
て
い
名
が
、
.：
 ̂

簡
易

.
-
.
.
/■
, ... 

* 

• 

• 

J- 

. 

~
 

I 

.
.'
•
•
•
- 

. 
•
-
. 

' 

. 

-
-
I
r
.
.- 

.

機
械
な
ど
の
謂
ゆ
る
定
型
機
を
中
心
と
し
て
お
^

そ
の
機
械
作
葉
%'
分
業
體
系
と
：し.ては
未
龙
低
度
で
あ
つ
て
、
：同
種
機
械
の
分
業
的 

協
業
體
系
が
辱
あ
る
と
い
つ
て
よ
い(

機
種
別
數
字
の
發
表
⑴
差
控
え
.る)

。
'.
:
:
.
. 

.̂.

ま
♦た
機
械
作
業
組
織
も
、
ブ
ゾ
ス
、-タ
ーi

ッ
ト
、
，キ
リ
、
フ
ラ
ィ
ス
、
自
動
機
な
ど
の
各
職
場
に
分
か
れ
た
機
種
別
作
業
組
織
で
あ
つ 

て
”
未
だ
品
種
別
の
流
れ
は
形
成
さ
れ
て
い
な
い(

後
述
の
よ
ぅ
に
!=
3ジ
べ

I
ャ
了
化
に
と
,!
%
;なっ
て
、
こ
.の
工
程
は
.流
れ
作
業
組
織
化
が
，課
題
と
な

■つ
て
く
る P

 

' .
/■
.
.;
v

.

.
:■,
 

■ 

.

.■■
'
.
.

部
品
組
立H

程
は
、
‘主
と
し
て
專
用
器
具
と
手
作
業
に
よ
る
が
、
そ
の
作
業
組
織
は
大
品
種
別
の
單
純
協
業
を
主
體
と
し
て
い
る
。
こ 

れ
は
總
趄
*'
に

0
い
て
も
ご
れ
と
同
樣
で
あ
つ
て
、
職
場
と
し
て
は
電
話
機
、
手
働
交
換
機
、
自
動
交
換
機
に
分
か
れ
電
話
機
の
み
に
つ

い
て
見
れ
ば
、
こ
れ
が
ダ
ィ
ア
ル
、
裣
話
器
、，
受
話
器
、’本
體

9
四
工
程
に
分
化
し
て
い
‘る
に
と
ど
ま
つ
て
い
る(

後
述
の
コ

ン

べ

ー
ャ
ー 

、
 

：
 

''
 
/
 

.
 

-
 

,
 

，
經
營
合
画
化
と
そ
&
勞
務
諸
觀#
へ
：
の
影
響
に.關
す
る
一
赃
究：
’
_
.
: ”
，
：
 

.

./
ぃ

.
w
v
: 
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七
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f

雜
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四
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七

畚

第

乇

號

、
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•

'

へ

 

六

A

七

〇

八)

化

I

て
i

六
l

i

i
こ
と
と
對
比
せ
ょ)

.。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
I
初
的
分
化

0
段
階
で
は
各
作
業
は
必
然
的
に 

熟
練
工
に
よ
る
單
純
協
業
形
態
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
し
、
そ
の
’こ
と
は
量
產
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
茲
礎
と
な
る
作
業
形
態
が
未

V 

■ .'■
,
.
 

• 

■ 

:.
•
V

:

’
.

■.
'
•
,
-
■.
 

. 

.へ主 
'.一
 \ 

. 

■ 

- 

V

:だ
.
十

分

に
*

準

規

格
_

さ

れ

：る
.
こ

^

な

べ

、

：個

人

的

熟

練

に

相

當

程

度

依

存

し

弋

い

苓

と

：い

3
セ

の

事

實
.
こ

そ

、

從

來

の

生

產

方

式

そ

の
 

も

の

の

全

矛

盾

の

极

據

で★あ

っ

た

と

見

ら

れ

る

。

か

く

て

本

の

よ

う

な

作

業

胲

態

と

組

織

と

を

統

一

的

な

組

織

と

す

る

た

め

の

坐

產

方

式
 

:

と

し

て

と

ら

れ̂

い

る

も

の

は

、

量

產

方

式

の

最

初

の
■
發

展

段

階

で
.あ

る

ロ
.：

ッ

ト

生
.產

方

式

に

よ

る
'
月

產

體

系
.

.

で
^

つ

た
。

'

•
乙
う
し
た
從
來
の
生
產
方
式
は
、
必
然
的
に
次
の
よ
う
な
矛
盾
を
內
包
し
て
い
た
の
’で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
矛
质
の
管
理
的
解
決
I 

合
理
化
こ
そ
が
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
るh

ン
ベー

ャ
I
方
式
を
中
核
と
し
た
流
れ
生
産
方
式
に
よ
る
日
産
體
系
化
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ 

.の
矛
盾
と
し
て
當
所
の
.計
畫
課
長
冷
列
擧
し
た
.於
む
：ろ
.は
い
.(1
)
_在
產

狀

態

が

：
極

め

て

•
ム

1

フ
：が
あ
り
、
平
均
化
さ
れ
な
.い
た
.め
、
生
產
計
畫 

へ
狀
鹰
々
。動

播

す

る
,-と
、
⑶
各
歡
ロg
の
*
が 

ー̂
は

_

_

ル

さ

れ
:?
:
い
て

i
、-'
'
:均：一
隹
に

l
lr
vv
た
'め
、
組
立
作
業
時
晚
を
標
準
化
し
難 

:

い

'
)̂
右
：.の
結
果
は
品
質
の
：低
位
、
、；：不
良

率

6
高
位
.と
な
る
、.(4
)
作
業
.が
個
人
'的
熟
練
に
依
存
し
：て
い
る
と̂
は
、-'
:
從
業
員
の
熟
練
期
間 

:に
長
期
を
要
ず
る
、
(5
)
:そ
め
他
芏
程
不
猶
に
よ
名
作
業
場
0
不
經
濟
、
，
手
待
ふ
時
間
0.
過
参
、.な
ゼ
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
當
所
の 

生
產
形
態
お
よ
び
そ
の
管
理
方
式
は
、
.個
.々
，の
勞
働
手
段
が
比
較
的
に
優
秀
：で
あ
る
こ
と

.は
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、(

例
え
ば
各
種
自
動 

機
の
多
數
導
入
な
ど)

诠
體
の
方
式
と
し
て
見
れ
ば
沬
だ
我
國
機
械
工
業
の
生
產
技
術
水
準
か
ー
e>
'
特
に
優
位
に
あ
る
程
と
は
言
え
な
か
っ
た 

:よ
う
で
.あ
：っ.
^
.こ
、
れ

欢

資

本

主

義

:0
現
段
階
に
私
げ
る
坐
產
9

:

と

原

價：

の

低

廉
.化

に

よ

る

販

賣

市

場

の

：確

保'

 

勞

働

單

純

化

に

よ

る

勞

働

カ

價

値

の

引

，

と

勞

働

支

酊

负

確

立

と

.

い

デ
'

連

の

獨

占

的

個

.

.■
■ 

■ 

.■

• 

. 

X 
註
三)
'■ 

.

.

.

.

.

別
資
本
の
內
的
要
請
を
み
た
す
坐
產
方
式
と
し
て
は
、
國
際
的
水
準
に
比
べ
て
遙
か
に
低
位
に
あ
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
-。

,
-
f
i
r

)
：1H

\

.:
'£>
、
萬
能
機
械
.自
體
.の
分
‘化
に
よ
つ
て
生
ず
§'
普
通
機
械
、筒
易
機
械
0低
級
な
分
業
的
，協
業
體
系
へ
、
_進
ん
，で
大
量
生
産
を
基
礎
と
す
る
ニ
寸
法1

作 

.

'業
の
み
..
の
.専
用
機
で
あ
る
單
能
.機
械
お
よ
び
單
能
機
械
の
齒
合
..
的
機
構
で
あ
る
自
動
機
械(

例
え
ば
一
定
寸
法
の
ね
ぢ
切
機
械)
へ
の
發
達
、
.そ
れ
ら
•の 

:'
高
度
の
分
業
的
體
系
で
-
る
流
れ
作
業
妳
避
械
體
系
が
：そ
の
.最
高
形
態
と
レ
て
形
成
さ
れ
る
,0(

奧
村
芷
ー
ー-:
-

「

エ
作
機
械
發
達
史」
.第
十
四
章「

大
工
業 

:
:
£
於
け
：る
士
作
機
械
發
屣
の
：系
譜
圖

1_
.參
照)

；
':
る

. 
く

'
.

:

ム

- 

(
(

註11)

:'
當
所
の
機
械
加
エ
及
び
組
立
作
業
は
、
：治

1
4具
の
利
用
、
へ
簡
：易
機
械

_お
よ
び
'自
動
機
械
办
充
用

よ̂
ク
て
：、
あ
：る
程
度
標
準
規
格
化
.が
進
ん
で
お 

り
、
そ
れ
は
我
國
と
し
て
は
最
も
程
度
め
高
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
認
め
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、例
え
ば
主

.

廣
相
業
は
依
然
五
铝
以
上
の
熟
練
エ
の
技
能
に
依
存
し
て
い
る
と
.い
う
3
の
よ
；う
な
事
實
こ
そ

が
、

こ
の
場
合
特
に
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
0、.

(

註
三)

量
庫
方
式
の_

際
的
水
準
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
例
え
ば
當
所
が
今
囘
そ
の
目
標
4
し
た
コy

べ
ー
ャ
ー
方
式
&
體
が
ァ
メ

 r

力
的
水
堆
の
も
の
で 

« :

な
く
て
、
ま
さ
に
ス
ぺ
ィ
ン
的
水
準

.

の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

。

':.

> 

’
：

：

g

勞
i

i

我
國
の
大
經
營
に
お
け
る
勞
務
管
理
は
、
こ
れ
を
‘我
國
の
中
小
企
業
の
も
か
に
比
べ
.れ
ば
一
應
全
般
的
‘に
組
織
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う 

こ
と
が
で
き
る
が
、し
か
レ
こ
れ
を
國
際
ノ
的
水
準
と
比
較
す
れ
ば
、基
本
的
に
は
一
九
一
一
〇
年
代
に
账
立
さ
れ
た
勞
働
科
學
的
體
系
化
と
產 

業
民
主
々
義
的
勞
資
關
係
の
段
階
：に
.漸
く
あ
が
寄
度
入
り
つ
つ
本
る
に
過
ぎ
か
い
..。
當
所
の

：

勞
務
管
理
も
槪
ね
.右
の
我
國
大
經
營
に
お
け 

:

る
水
準
に
位
置
し
て
い
る
よ
$
で
知
つ
：て
、
' 雇
用
、：：敎
育
、
安
全
衛
生
、
.；賃
金
制
度
、
：
福
利
施
«

P
R、
意
思
疏
通
、
'團
體
交
渉
制
度
_ 

:

な
ど
、
：勞
務
管
现
の
全
部
面
に
.わ
た
つ
、て

•ー
應
麗
的
に
施
聚
さ
机
て
い

.る
と
：い

^:
て
よ
い
じ
、
'.
貴
金
水
準
も

.
1
,
七

'

四

〇

ニ

圓

べ

ー

ス 

で
極
め
て
高
水
準
で
あ
る
と
は
い
え
な
く
と
も
、
當
業
種
と
し
て
は
ニ
流
並
で
あ
る
。

し
か
し
•な
が
ら
こ
れ
ら
の
勞
務
管
理
制
度
の
う
-ち
、
專
働
力
に
關
す
る
管
理
に
つ
い
て
展
る
に
、
そ
れ
は
一
力
一

5
年
的
-̂

個
入
^
率 

の
增
進
に
照
應
し
た
勞
働
科
學
的
方
法
で
あ
る
だ
け
に(

し
か
も
未
だ
そ
れ
さ
え
十
、分
に
は
#
備
さ
れ
‘て
い
な
い)

、
歷
史
的
に
は
む
し
ろ
そ
の 

後
の1

九
.四
〇
年
前
後
亿
確
立
さ
れ
る
に
至
，つ
た
ロ
ン
べ
.丨
ャ
1
方
式
に
胳
應
^
た
管
理
技
術
に
は
ぞ
の
ま
ま
で
.は
適
合
し
な
い
と
ゆ
う 

,

經
‘營
合
理
化
と
そ
れ
の
勞
務
諸
關
傲
へ
‘の
影
響
に
關
す
るI

研
究 

•

•七

(

七
0
九)
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.

基
本
的
な
矛
眉
を
内
包
じ
て
い
る
"
例

え

ば

〈

操

用

に

當

、っ

で

.の
職
業
適
性
の
選
擇
に
し
て
も
、
.職
務
分
析
に
：.よ
る
職
務
：そ
の
も
の
の
：必

. 

'要
要
件
の
'明
確
化
.と
..
い
う
こ
と
は
從
來
め
勞
働
科
學
的
人
事
管
理
で
は
十
分
で
■な
か
っ
た
し
、
、ま
た
勞
働
疲
勞
の
硏
究
に
し
て
もn 

.ン

%
,

 

'丨
ャ：
丨
化
に
よ
.る
作
業
速
度
の
他
律
化
と
，の
關
連
に
お
け
る
疲
勞
硏
究
は
十
先
で
は
な
か
っ
た
。
か
く
て
そ
れ
は
、：
コ
ン
べ
I
ャ
：
VI
化
を 

:

實
施
ボ
各
^
&面
:0
面
分
ら
も
從
來
め
勞
務
管
理
自
體
め
技
術
的
再
編
成
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

，

ん
次
に
從
業
員
關
修
に
關
す
る
勞
務
諸
管
理
の

&

っ

い

て

見
る
に
へ
こ
れ
は
我
國
勞
務

|

目
理
の

本
質
的
な
特
徵
の
一
っ
と
し
て
、
基
本 

:

的

に

ほ

輕

纂

擬

主

義

的
' 1
|

寒
.

形
成
：が
！

*

心
公̂

:

っ̂

い
右
管
は
や
^ :

;ち
、

.«
金
體
系
粑
っ
兌
で
:̂
本
質
的
■
は
_
瓶
給
的
な
能
力
霧
體
系
ぜ
あ
り
^

肀

0
:個
人
的
勤
務
成
績
著
が
_
的
な
人
事
考
課
法
私
ぉ
っ
ぞ
附
加

_
机
、ソ
本
の
.考
課
を
逋
也
#

|
上
司
の
人
事
^

，
て.

¥

ィ

そ
0
他
に.

は
經
營
膨
利
施

.

諛.

の
: *

備

広

芯

う

：て

ヨ

養

安
、
保
健
な
ど)

、
ま
た
累
進
的
返
職
金
制
度
に
よ
っ
て
辛
う
じ
'て
老
後
の
生
活
が
支
え
ら
れ
う
る
と
い
う
管
‘理
體
制
。
か
く
し
て
從
業
員 

:

の
：电
妝
維
特
鶴
麗
密
に
ぞ
の
：經
歷
吹
隆
潜
ど
綠
界
っ

#
ら
^
.
:
:
こ
免
に
■
雲
族
主
義
的
觀
念
龙
形
成
さ
れ
る
。
.ぞ
レ
て
.噹
所
は
當
業
界 

:':
に
お
神
る
_
古
的
優
位
に
よ
ら
：て
經
營

.の
笼
定
性
が
强
.い
.亡
と
：̂

*
谪
の
技
赚
的
水
そ
い
う
優
越
感
を
從
業
員
のK

ラ
ィ
ド
に
結
び 

:: ー

っ
：け
る
從
業
員?

.1
1
活
動
と
：に
よ

て̂
へ
，右

の

經

議

族

主

義

的

觀

念

降

ー

：
層
補
強

_名
れ
で
い̂ 

.
ネ
の
こ
と
は
.前
述
の 

よ
う
に
當
所Q

舆
チ

■
業
員
中
.に
®
勤
續
者
が
か
；な
り
高
率
を
占
办
で
：

：い
..

夺
こ
4
:の
.久
ち

に

表

親

さ

れ

、
て

'い
る
.と
見
ら
れ
よ
う
。

っ
;-(

註
四)

..
,勞
務
管
理
の
國
際
的
な
膝
史
的
發
達
に
三
段
階
；あ
る
と「
と
.：

我
國
ば
お
け

歷̂
先
的
發
達
廣
階
の
複
合
的
特
質
と
に
っ
い
て
は
、

「

增 

■
訂
經
.營
勞
務
管
理
論
1—
:
1
^
.
三
貧
以
下
に
.詳
述
0
:
.
;
:'
:
:
.
. 

V'
-
:
'
'
:
'

-,
-
,

.「

最
後
ぬ
當
脉
に
永
呔
る
勞
資
關
係
に
ク
い
て
.で
#
る
が
、
i
办
も
當
所
に
：お
：

る
勞
働
趄
合

..

Q

結
成
以
來
今
白
に
.至
る
ま
で
、
槪
し
て 

我
國
に
お
げ
る
勞
資
關
係
の
發
展
過
程
と
ほ
ぼ
.同
一
め
經
過
を
迪
つ
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
ょ
う
。'强
い
て
そ
の
特
徵
を
あ
げ

が
ば
ス
嘉
に
お
ぃ
て
は

^

民
同
庁
的
動
译
が
比
較
的
に
卑
ゃ
广
し
龙

.

\ 

.
■
.
•
•
•
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. 

•
.

た
こ
と
で
あ
ろ
う
«0
-
 

,• 

■ 
■■ 

•

-

-

, 

' 

'

ノ
'ず
な
わ

;̂
、
鉍
戰
直
後
のM

般
狀
勢
に
あ
つ
^
?
.

1

宇
年
十

4

.

•. 

.

.
 

■
 

«
 

.
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.. 

>
 

.
.

.
.

.
.

.

 

I

•.

:̂
:
の
勞
働
玫
勢
を
屄
映
し
だ
謂
ゆ
る
涑
三
麗

&
勞
働
協
約
を
締
結
、」

引
續
ぎ

0
:電氣
な
ど
と
共
に
關
臺
エ
：を結
成

.-
つ
 

：

い
：で
全
電

H

 
£

日
本
簞
氣.-
3
:業勞
働
組
合)

：に
發
展
、
，
八
息
產
肌
會
議
の
結
成
.と

:̂
本

に

；こ.れ
疙
加
盟
、
組
合
縣
部
中
約
半
數
ま
で
は
共
産

.
 

,

•
l
.
i
r 

.
1
 

\
 

•
 

« 

.....V

黨

«
で
占
办F

お
方
：、
'翌11

十
.

亙 

^
お
け
.る
勞
働
祖
免
の
.型
通
り
：の_
過
を
迪
&
た
？
し
：.が
竖

：.宇

■

 -

/

 

.

 

- 
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.

な
か
つ
た
が
、
.し
か
も
こ
の
當
時
か
ら
旣
に
こ
の
ょ
う
な
動
き
に
對
應
す
る
情
勢
が
組
合
內
部
に
釀
成
さ
れ
つ
つ
知
つ
吞

' 

.

.

.*

. 

' 

r 

- 

-
-
-
-
- 

.
-

:tt

す
る
へ(

當
所
組
合
委
員
長•
の：談)：。：

次
い
で.11

士
四
年
夏
；のド
：
.

ッ

袤
政
策
平
財
政
支
出
減
に
ど
も
な
う
：逋
信
機
製
造
界
の
：受
註
減
を
契
機 

」

と
1>
:
て
全
般
的
人
員
盤
理
於
：行
わ
れ
、：；：»
1

十
3:
!:
架
中
月
陷
铽
霞
_

め
ド̂
^

の

態

度

は

旣

に

r

赤
。
ハ
ー
ジ
巳
が
な
し
1_
|
と
の
芷
式
決
定
を
中
央
委
員
會
で
し
て
お
り
、
單
に
條
件
_
爭
と
し
て
若
干
の
動
き
を
尿
し
た 

に
止
ま
つ
た
ほ
ど
の
變
化
を
と
げ
て
い
た
。
、

•
 

，

.

', 

.

:
:
;r
:&
;

れ
を»

■

關
係

s

^

'

办_

_

_

乾

現

あ

悪

妝

農.

§

^

_

つ.
^ :

%

見
る.

ね̂
^
^
前
述
の
ょ
う
に
1:ー+

士
年1

一
一
月
の
第
一
次
勞
働 

:

B

約
締
結
以
來
广
そ
れ
は
、
ニ
十
西
年
三
月
ま
で
響
さ
れ
だ
が
、
ニ
十

»

年

春

,0
:

勞
卿
紅
合
法
改
正
を̂

^

と
し
て
同
年
六
月
、
同
協 

■

师

«

虹

勤

切

酸

氣

間

腺
_

維
^

§

勸

か

^
.

を.

：め"k
:

夕
て
協
約
交
渉
を
繼
續
じつつ

も
當
時

,

パ

^
營
合
瑀
化
ど
も
扣
の

.

勞
務
諸
關
係
へ
の
，影
響
に
關
す
る1拚

究

'■
‘ 

’ 

ノ
，_
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七
二
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.
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'第四十七卷第七魏
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七

H
I
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一
般
化
レ
た
謂
ゆ
る
無
協
約
時
代
に
人
っ
た
。
し
か
し
や
が
て

一

方
に
一
一
十
四
年
の
人
員
歡
理
、
、一
一
十
五
年
の
赤
パ
ー
ジ
な
ど
に
ょ
る
組 

合
活
動
分
子
の
退
職
と
、•他
方
に
朝
鮮
動
亂
を
轉
機
と.

す
る
業
界

.の
好
況
化
1
資
本
の
安
定
1
勞
働
組
合
の
力
の
、一
般
的
後
返
な
、ど
を
背 

景.

に
、：：篤

.

で
も
資
本.

の
主.

導
的
齡
係
於
確
立
洁
れ
、
へ
そ:0
狀
態
が
聯
成
含
れ
た
；
の
：で
あ
っ
て
、

こ
の
具
體
的
表
現
は
：

11

十
七
年
十
月
の 

第
二
次
勞
働
協
約
の
締
結
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
勞
働
協
約
は
、
こ
れ
も
ま
た
總
じ
て
現
在
の
勞
働
協
約
の
一
般
傾
向
と
も
い
う
べ
き
勞 

働
及
び
就
業
條
#
に
||
,す
名
詳
細
規
定
牝
へ(

八
^
1
1
條
か
'£
>
.なる) 

> 罾
:#
:-®
議
會
の
勞
使
協
議
會
へ
の
再
編
、
_同
意
約
款
か
ら
單
な
る
協 

議
或
は
通
知
約
款
？
：
々
團
體
凌
渉
手
續
、
へ
跣
爭
處
理
手
續
の

®
な
ど
が
ち
成
る
4
め
：で
^
る

-.
°
^

拘
ら
ず
平
和
條
項
の
規
定
の
な
い
と
い
う
に
と
は
、
當
所
の
勞
働
組
合
は
必
ず
し
V
資
本
の
完
全
な
掌
握
•下
に
入
っ
て
了
っ
て
い
る
も
の 

.で
ば
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
と
レ
て
一
應
留
意
し
て
お
く
必
要
が
.あ
ろ
う
。：

,

な
お
®
合
の
餘
部
に
っ
い
て」
：言
し
て
お
は
ば
、：
.規
莅
の
廣
員
長
は
初
代
か
ら
現
在
ま
，で
八
年
間
連
續
し
て
選
任
さ
れ
て
お
り
、
そ 

:

の
：個
人
歷
と
し

P

は
父
親
も
同
所

勤̂
務
し
、
*
入
は
一
.一
代
目
、.、職
種
：は
ェ
具
製
作
の
.熟
練
.ェ
で
あ
っ
て
、：

面
接
し
た
と

v-
‘ろ
に
ょ
っ
て 

も
極
め
て
常
識
に
富
み
且
っ
健
實
な
感
じ
を
與
え
る
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
組
合
の
態
度
を
推
定
す
る
に
.足
る
一
，
っ
の
有
意
な
材
料 

で
あ
ろ
う
。
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. 
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.三
、
，
經
營
合
理
化
實
施
の
必
然
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#！.ぐ

.し
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.右
の

：
ょ
，
ぅ

に

、

:當
所

.の

..
經
營
管
理
技
術
は
有
線
通
信
機
特
に
電
話
機
0
ょ
ぅ
に
大
量
生
產
を
可
能
と
す
る
生
產
部
門
と
し
て
は
旣
に
，_

際
的
水
準
か
ら
見
て
著
し
.く
立
.遲
れ
て
お
り
、
：幾
多
の
矛
盾
を
露
呈
'し
つ

つ

，
あ

つ
.た
の
で
あ
る
か
.ら
、
當
所
の
經
營
管
理
の
合
理
化
丨
現

代
化
は
一
般
的
に
は
旣
.に
內
购
必
然
牲
を
孕
ん
で
い
た
も
の
と
や
う
こ
ど
が
で
き
よ
う
。
七
か
し
な
が
ら
、；
こ
の
よ
う
な
可
能
的
必
然
性

.
が
何
故
に
、
如
何
な
る
：契
機
に
お
い
て
、
' .
■

少
な
か
ら
ぬ
企
業
食
擔.ど
摩
猶
と
を
あ
え
て
お
か
し.て
：ま
.、で
も
現
實
に
合
理
化
を
實
施
す
る
に 

至
.
っ
た
か
、
：
言
，っ

(

て
見
れ
ば
合
理
化
の
：現
實
化
は
如
何
に
し
：て
生
：じ
太

.か
が
こ
こ
#

顧
み
ら
れ
な
>

^

な
ら
な
い
。
 

:

 

V
.
ゆ
>

ま
で
.も

な

ぺ

近

代

產

業

確

立, 9

一
ヾ
っ
の
基
凝
ゆ
っ
鐵
道
お
よ
び
電
信
で
あ
り
、

.：

ぞ
.
の
組
縱
北
は
電
氣
通
信
網
の
盤
備
に
f

V

し 

た
が
っ
て
國
民
經
濟
の
國
際
的
組
織
化
の
進
展
は
、
電
氣
通
信
の
國
際
的
視
角
が
ら
の
棱
術
的
組
織

’
化
：を
必
至
化
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

い

.

 

,
(

註
ニ)

 

.

 
'

 

.

ま
と
れ
を
我
國
の
.場
合
に
，っ
い
，て
見
る
に
、，從
來
質
量
的
に
き
わ
め
て
立
遲
れ
て
い
た
有
線
電
儲
事
業
に
っ
い
て
も
、
.
，
日

本

帝

國

主

義

の 

.確
立
は
昭
.和
初
年
以
來
通
信
機
製
造H

業
の
國
內
的
確
立=

國
產
.化
を
完
成
せ
：し
め
て
お
り
、
こ
.れ
を
電
信
機
に
■っ
い
て
い
え
ば
昭
和
八 

年
に
技
術
的
に
、は
當
時
の
國
際
的
水
準
に
あ
'っ
た
三
號
.型
電
話
機
の
轂
造
が
達
成
さ
れ
た
.こ
と
ぼ
そ
の
指
標
の
：ー
っ
で
あ
っ
た
。

.

し
が
る
に
周
知
の
よ
ぅ
に
、
そ
の
後
第U

次
大
戰
に
よ
る
我
國

Q
技
術
敗
孤
立
化
は
、
電
氣
通
信
技
術Q

.

上
に
も
決
定
的
立
遲
れ
を
招

-
.

.

.

.
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註
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.
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/

來
し
た
の
.で
.あ
る
が
、
，
特
に
我
國
生
產
技
術
の
跛
行
的
低
位
性
は

.こ
の
部
門
に
...
っ
い
て
.も
製
ロg

の
：均
一
性
に
缺
け
る
と
こ
ろ
を
極
め
て
多 

く
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
霜
氣
通
信
網
の
高
'度
組
緻
化
と
い
ぅ
要
請
に
對
し
て
致
命
的
な
矛
质
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。，

::-
の
よ
ぅ
な
規
實
の
諸
事
情
の
上
に
占
領
が
，行
わ
れ
、

(

や
が
て

.：一
：
九

四

八

年

以

後

.の
對
日
占
領
政
策
が
轉
換
は
こ
：
の

國

の

r

基
地
經
濟 

化」

'を
•要
請
し
.たの
で
あ
る
。'か

;<
し

で

台

^

^

^

造
^

再
編
谏
と
.、‘
S礎
な
ら
び
に
.重
.要
產
業
部
門
の
技
術
的
水
準
の
.高
度
化
と 

は
、
こ
の
國
の
產
業
を
國
際
的
組
織
化
の
一
環
に
編
入
す
る
た
め
の
必
要
條
件
で
あ
り
、
こ
れ
を
促
進
具
體
化
す
る
た
め
に
は
こ
れ
ら
の 

部
門
へ
の
外
资
及
び
技
術
の
導
入
が
必
要
で
あ
っ
た
。
電
氣
通
信
工
業
部
門
の
再
編
成=

合
理
化
は
ま
さ
し
く
こ
れ
の
一
-環
と
し
てIt ：

わ

ヽ
 

PT-''  

-

れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
，た
も
の
で
あ
る
し
、
ぞ
し
て
ま
た
こ
の
部
門
で
の
最
重
要
企
業
で
あ
り
、
且
ま
た
曾
て
ウ
ェ
ス
ク
ン
，H

レ
ク
ト
リ 

V
Iッ：ク
.
十
ン
パ
;-
1
の
資
本
及
び
一拔
術
が
導
入
さ
れ
て
い
た
：：2;社
と
そ

.|
'
さ̂
に
今
姆
の
鼋
氣
無
信
エ
|
*
:編
=
合
理
化
の
據
點
と
为
る 

べ
き
屈
强
の
場
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
ま
こ
と
に
、
ド
ッ
ヂ
政
策
に
よ
っ
て
企
業
合
理
化
促
進
の
た
め
-のr

般
的
地
均
し
が 

經
營
合
理
化
と
そ
れ
の
勞
務
諸
關
係
へ
の
.影響
に
關
す
る
ー
砑
究
，
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史
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營
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右
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條
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營
合
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何
な
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拓
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⑴
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狸
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さ
れ
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搢. 
一|
さ
れ
た
を
ヒ
ろ
を
揭
げ
る̂
^

の
.よ
子
で
あ
る
。
⑴
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應
ず
る
.
品
實
の均

，
.

一
：化

と

安

定

の

確

保

：、

⑶

こ

れ

を

達

成

す

•る 

た
'
め
.
の

作
| |
'

0

亂

織

ー

化,|
|

:

ロ
^

ト
.
，

^
^

 

コ'
ン.
.べ
.丨
^

1

.

^

作
業
に
よ
る
日
衝
方
式'

へ
の
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流
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⑴
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し
よ 
y

:.
°

'

へ

.
：
：

\.
.

.

'

.
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丨

ヤ!

.

シ
ス
テ
A

;
の
特
質
は
前
述
の
よ

う

に

、

.

極
め
て
高
次
.Q

.

作
業
分
割
を
行
.

っ
て
、
各
作
業
に
お
け
る
作
業
方
法
を
治
エ 

具

に

よ

っ

て

標

準

化

し

、
.'：,
所

要

作

業

時

間

^

客
觀
的
に
確
定
し
安
定
化
す
る
と
こ

ろ

.

に
あ
る
。，
し
た
が
っ
て
各
作
業
枕
秒
を
も
‘っ
て
規
制 

さ
れ
る
.
ま
で
，に
確
定
さ
れ
る
'

の
で
あ
る
か
ら
：
、

.
そ
こ
に
ば
.必
然
的
に
^

働
對
象
'(

餓
品
、.
.
個
片)

■
■

0..

全
て
の
部
位
は
ト
ラ
レ
ン
ス

X

許
容
誤

. 

.

.

. 

r 

. 

. 

.

. 

' 

:
.
.■ん

註
六)

-.■ 

* 

.

.

.

.

.
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一：

，

: 

r 

' 

:
 
'

差)

內
の
誤
差
し
か
も
ち
え
ぬ
均
二
性
=
高
度
の
互
換
性
を
%'
っ
も
の
で
な
く
て
は
、.、
..ご
0
よ
.う
&
秒
を
も
っ
て
，規
制
さ
れ
る
檩
準
作
業 

時
間
內
で
一
定
作
業
を
‘お
こ
な
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
個
々
の
勞
働
者
に
よ
る
勞
働
對
象
の
誤
差
の
個
人
的
調 

整
の
餘
地
の
あ
っ
たa

ッ
十
•

シ
ス
テ
ム
の
場
合
と
本
質
的
に
相
異
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
故
に
こ
そ
組
立
作
業
に
お
け
る
コ
ン 

ベー

ャ
！

シ
ス
テ
ム
の
採
用
は
、
單
に
勞
働
對
象
の
自
動
的
運
搬
と
い
う
點
に
そ
れ
の
意
味
が
あ
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
組
、立
作 

業
工
程
の
み
の
作
業
分
割—

單
純
化
に
あ
る
の
で
も
な
く
、
實
に
こ
の
工
程
に
お
け
る
嚴
密
な
時
間
的
規
制
を
基
軸
と
し
て
、
そ
れ
に
部 

，品
な
い
し
個
片
を
提
供
す

.る
全
諸
エ
程
を
時
間
的
な
ら
び
.に
精
密
度
に
.お
い
：て
强
く
規
制
す
る
も
.の
で
あ
'り
>
そ 

程
は
自
，ら
は
コ
：

X

ベ

ャ

1

.一
シ
ス
テ

.

ム
.を
と
ら
な
く
て
も
、
や
ぱ
り
作
業
分
割
丨
治
エ
，具
，そ
の
他
の
整
備
に
よ
る
作
業
，の
安
.定
化
が
促 

進
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
令
。
そ
し
て
こ
，の
こ
と
は
、
例
え
^
機
械
加
エ
エ
程
で
は
各
種
の
單
能
機
械
、
自
動
機
械
の
導
入
或
は
精 

/ 

\經
營
合
理
化
と
そ
れ
の
勞
務
諸
關
係
、へ
の
影
響
に
關
す
る一

研

究
.
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密
治
洱
具
办
整
備
が
促
進
ざ
れ
、
：ど

の

^
$に
諸

0
樺
§
個
入
拔 

ノ.
基
■
を
っ
ぐ
名
と
共
に
、：

他
方
に
は
嚴
密
な
篇
昧
.で
の
檩f

原
_
算

馨

の

制

定

を

可

能

な

：ら
：し
め
る

.め

.で
：あ
っ'弋
、
ま
と
と
に
コ
ン 

ベ
ー
ャ
ー

•シ
ス
テ
ム
の
導
入
こ
そ
はr

全
技
術
的
合
理
化
推
進
の
據
點
と
も
い
う
べ
き
役
割
を
に
な
う
も
の
で
あ
る
。
 

， 

最
後
に
こ
れ
を
勞
働
力
と
の
關
係
呼
っ
い
て
巧
察
す
る
と
、
作
業
標
準
化
の
發
释
が
勞
，働
カ
そ
の
も
の
の
質
を
檫
準
牝
し
單
純
化
す
る 

.ぐ：：
_
i般
傾
向
を

:̂
っ
こ(
と
ば「

、
：今
：さ
ら
指
摘
す
る
ま
：で
:'
%
'な
い
と)

_
で
：&
る
：が

、
し
か
し
.前
述

產
方
式
に
お
い
て
も
、例
免
ばn

ッ
ト

,•
シ
ス
テ
ム
の
ょ
う
に
低
度
の
作
業
分
割
を
基
調
と
し
、作
業
機
も
定
型
機
を
主
體
と
す
る
段
階
に 

,
お
い
て
⑴
、
，作
業
時
問
の
標
準
化
は
き
わ
め
て
幅
の
あ
る
，も
の
と
な
り
、、
個
人
的
調
盤
を
む
し
ろ
必
須
條
件
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ 

だ
け
に
個
人
的
熟
練
度
か
ら
の
脫
却
•技
能
の
客
觀
化
は
極
め
て
低
度
に
し
か
達
せ
ら
れ
な
い
。
こ
.れ
を
风
社
の
事
例
に
っ
い
て
見
て
も
、
 

卩
ッ
ト
：
ゾ
ス
テ
ム
下
に
お
け
る
組
立
手
作
業
の
熟
練
度
は
六
ヶ
月
な
い
し
五
ヶ
年
を
要
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
我
國
の
如
く 

'
,婦
人
勞
働
カ
が
庫
に
結
婚
：前
：

§
1

^

£な
.い
1.
結
婚
資
金
收
得
的
な
^

を̂
原
则
と
す
る
眼
り
、
こ
の
生
産
方
式
；で
は
婦
-<を
極
め 

. :

て
限
ら
れ
た
作
業
に--
1
,扣
吸
收
し
得
な̂
ぬ

务̂
っ
'て
，、
り
現'.
に
.電
說
機
組
立
職
場
で
は
 ̂

ー
〇
八 

名
の
全
勞
働
ガ
中
ー
‘名
の
女
子
も
含
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
.前
述
め
ょ
う
に
こ
の
工
程
の
コ
ン
べ
I
ャ
I
化
に
と
も
な

っ
て
、
高
度
な
作
業
分
割
が
行
わ
れ
、
各
作
業
の
客
觀
化
が
進
む
や
、
こ
の
職
場
に
新
規
採
用
さ
れ
る
勞
働
力
は
全
て
新
中
卒
な
い
し
ニ
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■

十
歲
前
後
の
婦
人
單
純
勞
働
力
に
替
わ
力
、
セ
れ

,̂
の
新
勞
働
ヵ
は
僅
か
に
ニ
日
な
い
.し
.，ー
：
週
間
の.見
朁
側
作
業
を
へ
る
こ
.‘
と
に
ょ
っ
て
. 

正
規
の
流
れ
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
コ
ン
べ
I
ャ
ー
化
の
過
程
は
、
勞
働
力
に
對
rす
る
關
係
に
お
い
て
は
、
■き
わ 

へ
め
て
，明
白
に
旣
成
办
勞
働
ヵ
.權
成
を
分
紙
せ

1>
め
、
：ー

人

霧

理

の.可
能
性
：を%
大
ぜ
:̂

や
っ
カ
、
熟_
勞
働
ヵ
か
^
文
字
通
り
客
觀
化
さ 

.

f r

た
單
純
勞
働
力
へ
の
編
成
替
を
推
進
し
、ニ
や
が
て
勞
働
諸
關
係
の
土
に
.も
！8
^
1齋
す
役
割
を
：に̂
も̂
：の
セ
あ
：る
。

'.
し
か
し
こ
の
過

程
が
镇
實
に
诚
划
何
な
る
形
態
を
と
っ
て
.あ
ら
わ
れ
る
か
は
、
後
に
'示
す
•ょ
.ぅ
に
勞
資
關
係
そ
の
他
の
具
體
的
諸
條
件
に
ょ
っ
て
か
な
り 

異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
¥
純
に
卒
直
な
形
態
で
.顯
規
す
る
こ
と

/5
:く
、
む
し
ろ「

定
の
期
間
內
は
潜
在
的
可
能
的
形
態
を
と 

っ
て
內
攻
す
る
こ
、と
も
あ
り
ぅ
る
.の
で
あ
る
ク
當
所
.の
事
例
は
後
述
の
.ょ
ぅ
に
ま
さ
に
後
者
：の
塲
合
を
示
す

.も
の

と

い

：
え

ょ

ぅ

。

(

独
四)

大
故
也
靡
に
ニ
っ
の
茈
本
形
態
が
在
花
す
るv

と
に
っ
い
て
は
、s. 

Lilley, M
e
n
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彫
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.互
換

.性
量
庳
方
式
：の
型
に
っ
い
て
は
、.：「

生
產
管
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
，ク

1_
:1
八
九
丨
九

11貢
參
照

''
0
\
^
 ̂

'

ハ
詫
六

)

从
社
に
お
け
る

.

個
片
の
許
容
誤
差
は
、
從
來
の
ロ
ッ
ト

.

シ
ス
テ
ム
下
で
は

5
/1
0
0

ミ
リ
で
あ
っ

.

た
も
の
が
、

コ
ン
べ
ー
ヤ
ー
化
に
と
も
な 

:

っ
て-1

/1
0
0

な
い
し.

.

5/
l

o
' s

:

.

?

リ
ま
で
に
綺
密
化
さ
れ
た
。
丨

 ̂

.

部
分
品.

'

の「

絕
對
的
互
換
性

」

を
確
保
す
る
た
め
に
、
 

1
/1
0
0
0

な
い
し

1/
1
0
0
0
0
ミ
リ
と
い
う
超
精
密
度
が
奴
請
さ
れ
て
い
る

。
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